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（研究テーマ） 
光シグナリングの時空間特性を規定する２種類のＧ蛋白質と脂質修飾 

（メッセージ） 

 私共の研究室では、網膜や脳の中枢神経系における光など生命シグナルの受

容・変換・伝達の分子メカニズムと、生体での神経機能発現におけるシグナル分

子の生理的役割に興味を持ち、『分子から個体への理解』を目指して研究を行っ

ています。Ｇタンパク質は、網膜視細胞での視興奮、概日時計組織での位相調

節、神経発生など、私共の研究テーマの多くの局面に登場しますが、本研究で

は、視細胞のトランスデューシンにおける脂質修飾の役割と、生物時計システ

ムにおける光受容体-Ｇタンパク質(特にＧq)シグナリングに焦点を絞って研究

を進めてゆきたいと考えています。どうぞ宜しくお願いいたします。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 
実験技術 
 in vitro転写アッセイ (Luciferase assay） 
 培養細胞 HEK293を用いた光受容蛋白質の調製（精製） 
 Transgenic Zebrafish の作出 
リソース 
 Gγ1-S74Lノックインマウス（Gγ1のファルネシルをゲラニルゲラニルに置換した変異体）


